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Case Study: 予算管理基盤（PBCS）

クラウド予算管理システム構築
～簡易診断書を活用したOracle PBCS早期導入ソリューション～

予算管理業務の課題と原因

予算管理は企業における経営管理の根幹ですが、多くの企業では多くの課題を抱え、その課題対応が遅
れているのが現状です。その原因は、効果の見えにくい管理業務に対するシステム投資が抑制されている
ことと、それに伴う管理業務工数が増大して対応まで手が回らないことにあります。

クラウド予算管理システムの活用による効率化

近年ではシステムのクラウド化が促進し、予算管理システムにおいても多くのサービスが登場してきています。
PBCSは、Oracleが提供する日本およびグローバルにおける代表的なクラウド予算管理システムです。
QUNIEでは、このPBCSの早期導入の実現を支援します。

PBCS（クラウド予算管理システム）の特長

 サーバー設置コスト、HW/SWの調達コスト、保守コストが不要

 使用料に応じた料金体系といつでも使用停止できる柔軟性

 短期間での導入が可能（導入コスト低減）

 グローバルで最も実績の多いHyperion Planningの機能を継承

リーズナブルな価格で豊富な機能を実装



© 2018  QUNIE CORPORATION. All rights reserved.

QUNIEでは、豊富な予算管理システムの導入経験を元にした「簡易診断書」を活用し、お客様に適した
導入方法を、「入力重視型導入」、「計算処理重視型導入」、「レポート重視型導入」の3つのパターンか
ら判断することで、機能過不足のない最適かつ早期の導入を実現します。

QUNIEの導入方法論 ~ 簡易診断書を活用して早期導入を実現

PBCS・システムの専門家だけでなく、会計士資格を保有したコンサルタントやグローバルでの経験
豊富なコンサルタントによる構築支援を行います。

Why QUNIE ?

クライントご担当者負荷の最小化
PBCS・システムの専門家だけでなく、会計士資格を保有したメ
ンバー、グローバルでの経験豊富なコンサルタントの参画

将来的な拡張性

業務面も考慮したシステム構築
単なるシステム構築ではなく、業務に精通したコンサルタントに
よる、業務面も含めた全体最適となるシステム構築

将来的な経営管理の高度化を意識したシステム構築を行うこ
とはもとより、他領域の改革への発展も含めた支援

QUNIEの優位性

共
通

Input Process Output

• データファイル（指定フォーマット）インポート

• FDMEEを利用したデータファイルのコード変
換、マスタ整合性チェック、インポート処理

• Webフォームの開発

• ユーザのアクセス権限に応じた入力制御

• タスクリスト機能の利用

• ワークフロー機能を利用した提出、承認、却
下等のアクションに応じたステータス管理

• ステータス変更時のメール通知

•単純集計、四則演算、データコピー、データ
削除

•配賦処理（配賦基準の変更、多段階）

•簡易連結処理（通貨換算、内部取引消去
など簡易なレベル）

•単月または累計で予算、実績、予実差異、
予実比、前年実績、前年対比などをレポー
ティング

•実績の確定月より前の経過月を実績データ、
確定月以降を見込みデータに置き換えた着
地見込データの作成とレポーティング

データ連携

基本計算 予実分析レポートデータ入力画面

応用計算 着地見込レポート

進捗状況管理

• ASOモードを利用したSKU単位、顧客別レ
ベルの販売明細データの集計レポーティング
（単純集計のみ）

販売明細レポート

•応用計算を複数バージョンで実施

•為替シミュレーション機能

•成り行き着地予測計算機能

シミュレーション

パターン1
収集重視型導入

パターン2
計算処理重視型導入

パターン3
レポート重視型導入
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